
平成２９年７月２０日 
中 部 地 方 整 備 局 
高 山 国 道 事 務 所 

災害対策用機械の操作訓練実施 
災害時により迅速に動けるように 

1．概要：  高山国道事務所では、飛騨三協防災対策協議会との間で協定を締結し、災害時に協力 
          して応急対策や災害支援の作業を行うこととしています。災害などが起こった際には、災害 
          対策用機械を用いて、被災現場で支援活動を行うことが想定されます。 
         今年６月には、長野県南部で震度５強の地震が発生し、高山国道管内でも震度４を観測 
        しました。突然起こる災害に対して、より円滑な支援活動を実施するため、高山国道事務  
        所職員と飛騨三協防災対策協議会職員の合同で訓練を行います。 
           
２．日時：  平成２９年７月２８日（金）        ９：００～１２：１０  １３：００～１６：１０  ※小雨決行 
        〈予備日〉：平成２９年８月２日（水）   ９：００～１２：１０  １３：００～１６：１０  ※小雨決行        
                            
３. 場所：    高山市清見町牧ヶ洞地内 

          中部縦貫道 小鳥トンネル牧ヶ洞電気室構内       （別紙位置図参照） 
 
４.  訓練内容：「照明車」、「散水車」、「待機支援車」、「Ｋｕ－ＳＡＴ」の操作説明及び操作訓練 
   
５.  配布先： 高山記者クラブ 
 
６.お問い合わせ先：国土交通省 中部地方整備局 高山国道事務所 

            副所長（管理） 太田 均（おおた ひとし） 

            管理第一課長  田中 学（たなか まなぶ） 

              ＴＥＬ ０５７７－３６－３８２３（管理第一課直通） 

              ＦＡＸ ０５７７－３６－３８４１（   〃   ) 

昨年度の訓練の様子 

散水車 

災害時に現地派遣された職
員の後方支援を行います。 

待機支援車 

地上から約１０ｍの高さから、
約２０時間連続で照らします。 

一秒間にドラム缶約２．５本
分の水を排水します。 

照明車 

Ｋｕ－ＳＡＴ 

通信衛星を介して、映像の
送受信や通話が可能です。 

飛騨三協防災対策協議会と 
合同では初めての訓練 

きよみ  まきがほら 

おどり 



別紙 

〈位置図〉 
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国土地理院標準地図 
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至 松本 

至 高山市街地 

至 荘川 

木童工房 
もくどうこうぼう 

至 高山西IC 
高山清見道路 

国土地理院標準地図 

※中部縦貫自動車道（高山清見道路）からは直接入ることができません。 
高山市街地からは、国道１５８号を荘川方面に進み、「木童工房」手前を左折してください。 

しょうかわ 
至 荘川 

中部縦貫自動車道 

飛騨三協防災対策協議会について 
 

 一般社団法人飛騨三協防災対策協議会は、飛騨地域の土木・電気業者４１社に
より構成されている組織であり、高山国道事務所との災害協定に基づき、災害発生
時における応急対策や災害支援を行っています。 
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